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祭祭
　

九
戸
ま
つ
り
は
８
月
17
日
か
ら

19
日
ま
で
の
３
日
間
、
伊
保
内
地

区
で
開
催
さ
れ
、
帰
省
中
の
人
な

ど
大
勢
の
見
物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
初
日
と
３
日
目
は
、
熊
野

神
社
み
こ
し
渡
御
を
は
じ
め
、
虎

舞
や
大
神
楽
、
川
向
駒
踊
、
荒
谷

獅
子
踊
、
小
倉
七
ツ
物
舞
な
ど
の

多
彩
な
郷
土
芸
能
が
観
客
の
目
を

楽
し
ま
せ
、
美
し
く
飾
り
付
け
ら

れ
た
３
台
の
風
流
山
車
が
「
ヤ
ー

レ
、
ヤ
ー
レ
」
の
掛
け
声
と
と
も

に
商
店
街
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

２
日
目
に
予
定
さ
れ
て
い
た
伊
保

内
小
の
児
童
に
よ
る
剣
舞
、
九
戸

音
頭
・
ナ
ニ
ャ
ト
ヤ
ラ
流
し
踊
り

は
雨
天
の
た
め
中
止
に
。
ふ
れ
あ

い
広
場
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

地
元
バ
ン
ド
「
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ａ
」

が
雨
空
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
熱

い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
観
客
を
沸

か
せ
ま
し
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
た

最
終
日
は
、
役
場
駐
車
場
で
３
台

の
山
車
が
競
演
。
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
は
江
刺
家
神
楽
や
民
謡
・
津
軽

三
味
線
・
新
舞
踊
な
ど
多
彩
な
演

目
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
九
戸
ま

つ
り
の
最
後
を
飾
っ
た
の
は
、
初

日
の
悪
天
候
の
た
め
延
期
と
な
っ

て
い
た
花
火
大
会
。
約
３
２
０
０

発
の
花
火
が
夏
の
夜
空
を
美
し
く

彩
り
、
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

祭祭秋を呼ぶ太鼓と笛の音

九戸まつり
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1軒先に設置された祭ちょうちんが沿道を照らす
2山車の上でバチさばきを披露3熊野神社の奉
納旗が行列の先頭を行く4子どもたちも衣装をま
とって郷土芸能の行列に参加5上町の山車の見返
りには「がんばろう岩手」の文字6頭をかじり災
厄をはらう二ツ家の虎舞7威勢の良い音が祭りを
盛り上げる8華やかな着物で行列に彩りを添えた
お稚児さん9�東日本大震災による犠牲者への追
悼と被災地の復興を祈念して開催された花火大会�
３台の山車が並び、笛や太鼓を競演�子どもも大人
も夢中になる夜店の金魚すくい��鐘と笛の音が高
く響く�特設ステージで披露された伊保内高校郷土
芸能委員会による江刺家神楽�多彩な郷土芸能が観
客を楽しませる�雨の中行われた１日目の山車運行

9
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桂川　大樹
（瀬月内）

山本あゆみ
（宇堂口）

中村　優里
（宇堂口）

山本　明季
（宇堂口）

高倉　健介
（泥の木）

篠山　翔
（泥の木）

杉村　真尋
（泥の木）

向川　雄祐
（平内）

松葉　拓也
（平内）

欠端　奈美
（妻の神）

中村　未希
（妻の神）

岩渕　祐輔
（妻の神）

柳平　和也
（妻の神）

觸澤　佳太
（戸田上）

野田　和貴
（戸田上）

村田　歩夢
（戸田上）

関口　綾香
（戸田上）

向川　憂香
（戸田上）

晴山　雄斗
（戸田下）

林　千尋
（戸田下）

番屋　卓
（戸田下）

柳沢　拓也
（戸田下）

坂本　恭之
（戸田下）

山本奈津美
（戸田下）

舘　伸幸
（山根）

和蛇田　薫
（山根）

田澤　慶輔
（山根）

真下　裕気
（山根）

真下　恵
（山根）

小笠原　早紀
（荒谷）

新
成
人
81
人
が

大
人
の
仲
間
入
り

　　

平
成
23
年
度
成
人
式
は
８
月
15

日
、
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

新
成
人
81
人
の
う
ち
65
人
が
出
席

し
、
大
人
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
九
戸
中
学
校
の
恩

師
に
よ
る
呼
名
に
続
き
、
新
成
人

を
代
表
し
て
田
子
竜
太
さ
ん
（
川

向
）
に
成
人
の
章
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
岩
部
茂
村
長
は
「
若
い
皆

さ
ん
は
、
日
本
や
郷
土
を
担
っ
て

い
く
存
在
で
あ
り
、
希
望
の
星
で

す
。
自
己
鍛
錬
を
惜
し
ま
ず
、
目

標
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続

け
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
。
谷
地

向
益
実
さ
ん
（
山
屋
）
が
「
心
温

か
い
大
勢
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、

今
日
と
い
う
日
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
困
難
に
直
面
し
よ

う
と
も
、
く
じ
け
る
こ
と
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て
進
ん

で
い
き
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
行
わ
れ
た
記
念
事
業

「
20
歳
宣
言
」
で
は
、
新
成
人
一
人

一
人
が
壇
上
で
近
況
報
告
。
和
や

か
な
雰
囲
気
の
な
か
、
家
族
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
や
、
将
来
の
夢
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

◉古里から踏み出す大人への第一歩

九戸村成人式
出席者の皆さんを紹介します（敬称略）。
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下村　卓也
（荒谷）

坂下　岬
（伊保内上）

小井田佳織
（伊保内上）

倉口　風香
（伊保内上）

上山　優樹
（伊保内下）

山本　智也
（伊保内下）

柾本　俊一
（伊保内下）

古舘　優
（川向）

上村　心
（川向）

荒谷　実樹
（川向）

田子　竜太
（川向）

七戸　彩夏
（南田）

宮澤　勇輝
（南田）

櫻庭　翔太
（小倉）

佐々木　悠介
（小倉）

高崎　健太
（長興寺上）

一本松猛法
（長興寺下）

坂本　光司
（長興寺下）

工藤麗美奈
（大向）

小田野夏樹
（田代）

上柿　勇人
（柿の木）

西向　貴幸
（江刺家上）

松本　和也
（江刺家下）

河村　彩花
（江刺家下）

小田沢親代
（道地）

道地　一貴
（道地）

古舘　和久
（道地）

石川真知子
（道地）

立波　卓也
（丸木橋）

谷地向益実
（山屋）

南　裕也
（山屋）

佐藤　美咲
（細屋）

七戸　翔輝
（細屋）

細川　風翔
（細屋）

細川　和樹
（細屋）

Coming-of-Age  ceremony  2011

村民憲章を朗読する新成人の皆さん成人を迎えての抱負を発表しました 謝辞を述べる谷地向益実さん
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公
共
下
水
道

　

下
水
道
は
、
各
家
庭
か
ら
出
さ
れ

る
生
活
雑
排
水
や
ト
イ
レ
の
汚
水
な

ど
を
集
め
て
処
理
し
、
き
れ
い
な
水

に
し
て
河
川
等
に
放
流
す
る
施
設
で

す
。
県
内
で
も
ま
だ
ま
だ
整
備
が
進

ん
で
い
な
い
地
域
も
多
い
施
設
で
す

が
、
緑
豊
か
な
自
然
を
守
る
た
め
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で
す
。

表①供用開始以降の各年度末における
　　接続率の状況（単位：個、％）

設置済
公共マス数

接続済
公共マス数 接続率

12年度 151 41 27.2
14年度 446 150 33.6
16年度 724 307 42.4
18年度 845 397 47.0
20年度 936 463 49.5
22年度 944 498 52.8

　

私
た
ち
は
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い

水
の
確
保
を
含
め
て
、
川
か
ら
た
く

さ
ん
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ

の
清
ら
か
な
流
れ
を
守
り
、
子
ど
も

た
ち
に
残
す
こ
と
は
私
た
ち
の
義
務

と
い
え
ま
す
。

　

河
川
の
汚
染
は
家
庭
か
ら
出
さ
れ

る
生
活
雑
排
水
（
台
所
や
洗
濯
、
風

呂
の
汚
水
な
ど
）
が
大
き
な
原
因
の

一
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
河
川
清
流
化
対
策
と
し

て
、
生
活
雑
排
水
を
処
理
す
る
た
め

に
以
下
に
紹
介
す
る
三
つ
の
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
他
市
町
村

に
比
べ
て
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水

施
設
と
も
接
続
率
が
低
く
、
整
備
し

た
施
設
が
充
分
稼
動
し
て
い
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

清
ら
か
な
川
の
流
れ
を
取
り
戻
す

た
め
に
も
、
接
続
率
の
向
上
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

村
で
は
、
平
成
６
年
度
か
ら
伊
保

内
地
区
の
下
水
道
管
渠
工
事
に
着
手

し
、
平
成
12
年
年
度
か
ら
一
部
供

用
を
開
始
し
て
以
来
、
順
次
供
用
区

域
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
22

年
度
末
の
公
共
汚
水
マ
ス
設
置
数
は

９
４
４
個
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う

ち
52
・
８
％
、
４
９
８
個
の
マ
ス
が

接
続
済
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
①
）

農
業
集
落
排
水
施
設

　

こ
の
施
設
は
、
規
模
の
小
さ
な
下

水
道
で
、
農
業
集
落
に
お
け
る
生
活

雑
排
水
や
ト
イ
レ
の
汚
水
な
ど
を
集

め
て
処
理
し
、
き
れ
い
に
浄
化
さ
れ

た
水
を
農
業
用
水
路
や
河
川
に
戻
す

た
め
の
施
設
で
す
。

　

村
で
は
、
戸
田
地
区
（
元
村
、
牛

の
馬
場
、
舘
ノ
下
）
に
導
入
し
、
平

成
14
年
度
か
ら
供
用
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
平
成
22
年
度
末
の
公
共
汚
水

マ
ス
設
置
数
は
１
７
５
個
と
な
っ
て

お
り
、
54
・
３
％
、
95
個
の
マ
ス
が

接
続
済
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
②
）

合
併
処
理
浄
化
槽

　

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
各
家
庭
に

設
置
す
る
も
の
で
、
微
生
物
の
働
き

で
汚
水
を
処
理
し
河
川
等
に
放
流
す

る
施
設
で
す
。
乗
用
車
１
台
分
程
度

の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
れ
ば
短
期
間
で
設

置
で
き
、
汚
水
処
理
能
力
も
優
れ
て

い
ま
す
。

　

村
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
て
普

及
に
努
め
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度

末
で
２
１
７
世
帯
の
方
が
設
置
済
と

な
っ
て
お
り
、
平
成
23
年
度
も
多
く

の
方
々
か
ら
申
込
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

設置済
公共マス数

接続済
公共マス数 接続率

14年度 164 44 26.8

16年度 166 75 45.2

18年度 169 83 49.1

20年度 173 89 51.4

22年度 175 95 54.3

表②供用開始以降の各年度末における  
　　接続率の状況（単位：個、％）

９月10日は下水道の日です。平成23年度下水道推進標語

「下水道 生きものすべての いのちのわ」
９月10日は下水道の日です。平成23年度下水道推進標語

「下水道　生きものすべての　いのちのわ」
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建物延べ面積など 浄化槽の規模 補助限度額
130㎡以下 ５人槽 375,000円
130㎡超 ７人槽 494,000円

２世帯住宅、大家族
住宅など
　台所、浴室などが
　２か所以上

10人槽 854,000円

※浄化槽の人槽は、建物用途別し尿浄化槽処理対象人員算
　定基準に基づき定められています。

合併処理浄化槽に対する補助額
　

こ
の
補
助
金
は
来
年
度
以
降
も
継

続
す
る
予
定
で
す
の
で
、
平
成
24
年

度
中
に
住
宅
の
新
築
や
増
改
築
、
ト

イ
レ
、
台
所
な
ど
の
改
造
に
伴
っ
て

浄
化
槽
を
設
置
す
る
計
画
の
あ
る
方

は
、
次
の
事
項
に
留
意
の
上
、
農
林

建
設
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

９
月
30
日
（
金
）

■
補
助
の
条
件　

①
設
置
場
所
が
公

共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
の
事
業

認
可
区
域
外
で
あ
る
こ
と
。
②
村
税

な
ど
公
共
料
金
の
滞
納
が
無
い
こ

と
。
③
放
流
先
が
確
保
さ
れ
て
い
る

こ
と
。
④
個
人
住
宅
で
あ
る
こ
と（
事

業
者
の
場
合
は
床
面
積
の
２
分
の
１

以
上
が
居
住
用
で
あ
る
こ
と
）。

※
申
込
者
が
多
数
の
場
合
に
は
翌
年

度
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

村
で
は
、水
洗
化
を
進
め
る
た
め
、

前
述
の
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
費
補

助
金
の
ほ
か
に
も
、次
の
よ
う
な
制
度

を
設
け
て
、水
洗
化
工
事
を
実
施
す
る

方
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

①
水
洗
便
所
設
置
費
補
助
金

　

生
活
保
護
世
帯
の
方
が
水
洗
化
工

事
を
実
施
す
る
場
合
に
、
22
万
５
千
円

を
限
度
と
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
。

②
融
資
あ
っ
せ
ん
利
子
補
給
費
補
助
金

　

公
共
下
水
道
ま
た
は
農
業
集
落
排

水
施
設
の
事
業
認
可
区
域
内
に
住
宅

を
有
す
る
者
に
対
し
、
水
洗
化
改
造

資
金
の
融
資
（
上
限
１
０
０
万
円
）

を
あ
っ
せ
ん
し
、
個
人
負
担
が
１
％

と
な
る
よ
う
そ
の
融
資
を
行
う
金
融

機
関
へ
利
子
補
給
を
行
う
。

③
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

　

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
（
水
洗

化
工
事
を
含
む
）
を
村
内
の
事
業
者

に
よ
っ
て
行
な
う
場
合
に
、
対
象
事

業
費
の
10
％
、
10
万
円
を
限
度
と
し

て
九
戸
村
商
業
協
同
組
合
が
発
行
す

る
商
品
券
を
交
付
す
る
。

　

同
じ
水
洗
化
工
事
で
も
、
お
住
ま

い
の
地
区
や
工
事
の
内
容
に
よ
っ
て

利
用
で
き
る
制
度
が
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
補
助
の
条
件

（
村
税
等
の
滞
納
無
な
ど
）
が
定
め

ら
れ
て
お
り
、
制
度
を
利
用
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ど
の
制
度
も

事
前
に
申
請
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ト
イ
レ
な
ど
の
水

洗
化
や
住
宅
の
新
築
・
増
改
築
を
計

画
し
て
い
る
方
は
早
め
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

《
事
業
へ
の
問
い
合
わ
せ
や
補
助
金
の

申
し
込
み
先
》
農
林
建
設
課
水
環
境
班

（
☎
42
・
２
１
１
１
内
線
２
７
２
）

ご協力お願いします

下水道工事
　今年度は、昨年に引
き続き村道九戸中学校
線の舗装工事を実施し
ました。また、今年度
から二ツ家地区の整備
を始める計画となって
おり、伊保内高校およ
び総合運動場周辺の管
渠工事を予定していま
す。工事期間中はご迷
惑をおかけしますが、
皆さまの
ご協力を
お願いし
ます。

守ろう！下水道の使用マナー
①　調理くずや天ぷら油は台所に流さないで！
▶台所、風呂、洗面所などの排水口の網は、定期的に掃除
をしてください。
▶天ぷらなどで使用した油は、市販の凝固剤や新聞紙など
を使用し、可燃ごみとして処分してください。

②　水洗トイレには溶ける紙を
▶トイレでは、トイレットペーパー、水溶性の掃除用品以
外は流さないようにし、生理用品などは汚物入れに処分し
てください。

③　洗剤の使いすぎに注意して
▶洗濯用洗剤は、出来るだけ石けんや無リン合成洗剤を選
びましょう。
▶洗剤は適量を計量カップで量って使いましょう。

④　危険物は下水に捨てないで！
▶ガソリン、シンナー、石油などは気化して爆発などの原
因となります。また、農薬、殺虫剤、防臭剤、塩酸などは
処理場の微生物を殺してしまうので下水道に流さないでく
ださい。

⑤　風呂場や洗面所に髪がつまっていませんか？
▶髪の毛は分解されにくく、下水道管の中で汚物を引っか
けて管をつまらせます。排水口には流さずこまめに取り除
いてください。

⑥　マンホールの「フタ」を開けないで！
▶マンホール、公共桝の「フタ」を開けるということは非
常に危険です。事故や大雨のときに下水が噴出する原因に
なります。

下水道協会キャラクター

スイスイくん下水道の使用マナー 下水道協会キャラクター

水
洗
化
工
事
を
実
施
す
る
方
へ

助
成
制
度

（　　　）
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むらのわだい

イカのおすし
4 4 4 4 4 4

守ろうね！
寸劇を通して防犯を学ぶ

　８月３日、HOZホールにおいて、村内の園児を対

象とした防犯教室が開かれました。二戸警察署員が

扮する正義の戦隊ヒーロー「近未来警察カシオペ

ア」が、子どもを狙う悪者「イグネー魔人」をこら

しめる寸劇を上演。近未来警察カシオペアは、連れ

去りにあわないための合言葉「イカのおすし」を園

児たちに呼びかけました。園児たちからは「カシオ

ペアはかっこよかった。イカのおすしの約束を守り

ます」などの声が聞かれました。 近未来警察カシオペアとイカのおすしダンスを踊る園児たち

万が一に備え救護法学ぶ
災害ボランティア講習会

　村社会福祉協議会主催の災害ボランティア講習会

は８月８日、村山村開発センターなどで開かれ、中

学生や一般の方など約30人が災害時のボランティア

活動について学びました。炊き出し救護訓練では、

非常用炊飯袋を使っての米の炊き方を実践。続い

て、二戸消防署九戸分署員の皆さんをお招きし、心

肺蘇生法や三角巾を使用した応急処置の練習を行い

ました。万が一の事態に備え、受講生の皆さんは真

剣な表情で講習に取り組んでいました。講習会では、AEDを使っての心肺蘇生法を学びました

ふるさとの夏にぎやかに
オドデ塾夏まつりに多くの来場者

毎年多くの来場者でにぎわうオドデ塾夏まつり盆

踊り大会は８月14日、道の駅おりつめ「オドデ館」

前の特設会場で開かれました。イワナつかみ取り大

会のほか、伊保内高校郷土芸能委員会や政實太鼓サー

クルの皆さんによる発表、久慈市出身のシンガーソ

ングライターゆげみわこさんのライブを開催。メイ

ンイベントの懸賞付き盆踊り大会では、たくさんの

来場者が輪に加わり、にぎやかなおはやしに合わせ

て盆踊りを楽しんでいました。 懸賞番号付きのボウルを手に盆踊りに参加する来場者
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皆さんからいろいろな情報をお待ちしています。
お気軽に広報担当☎ 42-2111（内線 168）へお寄せください。Mura no wadai

ナニャトヤラ盆踊りを楽しむ利用者の皆さん

安全運転を心がけて
目覚まし純情運転作戦　

　8月12日、目覚まし純情運転作戦（二戸地区交通

安全協会九戸分会主催）が九戸インター料金所前で

行われました。同分会や交通安全母の会、交通指導

隊などから40人が参加。「安全運転をお願いします」

と呼びかけながら、村特産のピーマンや交通安全を

訴えるチラシなどをドライバーに配布しました。平

中由一副分会長は「200セットを配り、事故防止に

寄与できたのではないかと思う。村の死亡事故ゼロ

日数の記録を伸ばしていきたい」と話していました。 村特産のピーマンを手渡し、交通安全を呼びかけました

協働で進める地域づくり
来内地区アドプト活動協定締結

　久慈市山形町来内地区（瀬月内ダム）アドプト活

動協定調印式は８月５日、役場会議室で行われ、

岩部茂村長と来内自治会の小田勝正会長が協定書へ

調印を行いました。小田自治会長は「来内地区は高

齢化が進んでいるが、後世に恥じないように地域づ

くりを努力していきたい」とあいさつ。協定の締結

により、来内地区と村が協働で瀬月内ダム湖周辺の

環境整備や維持管理活動を行っていくこととなりま

す。調印式で握手を交わす小田自治会長（左）と岩部村長

地域とふれあう夏の夜
折爪荘夏祭りにぎわう

　施設と地域の交流の場となっている、特別養護老

人ホーム折爪荘の夏祭りは８月１日、同ホームの前

庭で開かれました。滝谷美枝子所長は「これからも

利用者の方と共に、当たり前の生活を大切に過ごし

ていきたいと思います」とあいさつ。施設職員が踊

るよさこいソーランに続いて、日本民謡協会岩手九

戸支部の皆さんが歌や踊りなど多彩な演目を披露し

ました。恒例の花火大会やビンゴゲームも開催され、

来場者はにぎやかな夏の夜を楽しんでいました。
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7,000人の広場

　

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除

期
間
に
は
、
全
額
免
除
、
四

分
の
三
免
除
、
半
額
免
除
、

そ
し
て
四
分
の
一
免
除
の
四

つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
免
除
期
間
は
、
各
基

礎
年
金
に
つ
い
て
、
年
金
を

受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
を

み
る
場
合
、
保
険
料
を
全
額

納
め
た
期
間
と
同
じ
と
み
な

さ
れ
ま
す
。

○
免
除
さ
れ
る
と
年
金
額
は   

減
額

　

し
か
し
、
保
険
料
免
除
期

間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年

金
額
を
計
算
す
る
う
え
で

は
、
免
除
の
種
類
に
応
じ
て

減
額
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
学

生
納
付
特
例
と
若
年
者
納
付

猶
予
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納

付
の
全
額
が
猶
予
さ
れ
た
期

間
は
、
資
格
期
間
に
は
反
映

さ
れ
て
も
、
老
齢
基
礎
年
金

の
年
金
額
に
反
映
さ
れ
な
い

カ
ラ
期
間
と
み
な
さ
れ
ま

す
。

○
10
年
以
内
に
追
納
を

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
保
険

料
免
除
期
間
や
納
付
を
猶
予

さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、

経
済
的
に
ゆ
と
り
が
で
き
た

と
き
に
、
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
保
険
料
を
追
納
し
て
満
額

の
老
齢
基
礎
年
金
に
近
づ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
追
納

す
る
保
険
料
額
は
、
保
険
料

の
免
除
や
猶
予
さ
れ
た
当
時

の
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
料
月
額

に
経
過
期
間
に
応
じ
て
決
め

ら
れ
た
額
が
加
算
さ
れ
ま

す
。

　

保
険
料
を
追
納
す
る
た
め

の
納
付
書
の
発
行
に
は
申
込

み
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
、

二
戸
年
金
事
務
所
（
☎
23
・

４
１
１
１
）
へ
。

保
険
料
の
追
納
で
、
満
額
の

年
金
額
に
近
づ
け
ら
れ
ま
す

国 民 金年

　

７
月
16
日
か
ら

北
上
市
で
行
わ
れ

た
第
58
回
岩
手
県

中
学
校
総
合
体
育

大
会
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
競
技
で
、
九
戸

中
学
校
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
が

第
３
位
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。
九

戸
中
学
校
は
宿
戸

中
、
一
関
東
中
、

花
巻
北
中
を
２
対

平
成
23
年
度
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

◉二戸地区中学校総合体育大会

九戸中が４競技を制す
　
　６月18日から開催された平成23
年度二戸地区中学校総合体育大会
で、九戸中学校は４競技で優勝する
など素晴らしい成績を収めました。
主な結果は次のとおりです。

■優勝　
　●バレーボール男子
　●バレーボール女子
　●卓球男子
　●バスケットボール女子
■準優勝　
　●バスケットボール男子
　●卓球女子

※優勝・準優勝を果たしたこれらの
競技のほか、柔道男子・女子と相撲
競技で県大会に出場しました。

九
戸
中
女
子
バ
レ
ー
部

大
健
闘
の
第
３
位
入
賞

０
の
ス
ト
レ
ー
ト
で
破
り
、
準
決

勝
に
進
出
。
準
決
勝
で
は
、
今
大

会
を
制
し
た
小
山
中
に
敗
れ
た

も
の
の
、
第
３
位
入
賞
と
い
う
素

晴
ら
し
い
結
果
を
残
し
ま
し
た
。

東
北
大
会
の
第
３
代
表
決
定
戦

で
は
金
ヶ
崎
中
と
対
戦
。
２
対
１

で
惜
し
く
も
代
表
枠
を
勝
ち
取

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
九
戸
中
生
の
力
を
県
下
に
示

し
ま
し
た
。
今
大
会
で
は
柳
沢
あ

や
ね
さ
ん
（
３
年
）
が
優
秀
選
手

賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
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7,000人の広場

む
ら
の
文
芸
滴
々
と
濃
い
目
に
振
り
出
す
新
茶
か
な

高
島
ふ
み
女

爺
攻
め
に
曾
孫
手
に
手
に
水
鉄
砲

気
掛
り
が
頭
を
も
た
げ
花
木
槿

抱
き
ぐ
せ
を
お
ぼ
え
し
嬰
子
や
宵
涼
み

舘
村　

青
村

句
敵
が
た
き
に
浴
び
せ
て
や
ろ
か
水
鉄
砲

秋
立
ち
て
空
一
枚
の
青
さ
か
な

釣
人
の
佇
ち
し
早
瀬
や
朝
涼
し

田
村　

畦
畔

縁
台
で
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
や
夏
深
し

山
清
水
洗
濯
兼
ね
て
足
冷
や
す

盆
用
意
老
い
に
は
酷
な
年
と
な
り

古
舘
や
す
お

夏
の
雲
洗
濯
好
き
な
身
の
こ
な
し

夏
シ
ャ
ツ
も
粋
な
長
距
離
運
転
手

天
高
し
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
色
が
行
く

菅
野　

岑
子

被
災
地
の
瓦
礫
の
中
の
あ
や
め
か
な

六
月
の
人
の
流
れ
の
軽
や
か
に

つ
く
ば
い
の
筧
新
し
寺
の
夏

少
女
ら
の
鳥
語
に
も
似
て
新
樹
道

冬
部　

雪
女

夏
深
し
有
線
縷
々
と
「
熊
に
注
意
」

片
蔭
や
老
人
会
話
つ
つ
ぬ
け
る

朝
涼
や
形な

り

も
構
わ
ず
畑
仕
事

義　

也

畦
道
の
小
薮
に
秘
と
月
見
草

夏
の
月
朱
に
染
ま
り
て
昇
り
け
り

【
七
月
句
会
の
席
題
句
】

　
　
『
夏
の
星
』
よ
り

夏
の
星
ど
れ
か
ひ
と
つ
は
親
父
か
も（
青　

村
）

救
急
車
音
遠
の
き
て
夏
の
星　
　
　
（
ふ
み
女
）

　
　
『
言
葉
』
よ
り

ふ
る
里
の
言
葉
に
も
ど
る
帰
省
の
子（
雪　

女
）

遊
船
や
言
葉
巧
み
な
船
頭
さ
ん　
　
（
青　

村
）

蜻
蛉
採
り
言
葉
返
し
も
う
ま
く
な
り（
義　

也
）

卯
花
咲
く
言
葉
や
さ
し
く
返
り
け
り（
や
す
お
）

　
　
『（
雑
詠
）』
よ
り

栄
養
剤
頼
り
に
老
の
薄
暑
か
な　
　
（
義　

也
）

稲
作
や
三
反
三
畝
の
土
用
干
し　
　
（
赤　

藤
）

夏
深
し
埃
だ
ら
け
の
庚お

申さ
る

石い
し　
　
　
（
や
す
お
）

愛
想
良
く
言
葉
を
交
わ
し
墓
掃
除　
（
ふ
み
女
）

（
フ
ラ
ン
ス
旅
行
）

我
に
向
く
幾
千
万
向
日
葵
ひ
た
走
る（
畦　

畔
）

朝
涼
や
一
つ
卵
に
黄
身
二
つ　
　
　
（
雪　

女
）

第
２
８
０
回
　
く
の
へ
俳
句
会

✿

「わが家の人気者」
掲載写真募集中！

■10月に１歳を迎える赤ちゃんの
写真を募集しています。ご希望の方
は９月14日（水）までに、❶写真
（データも可）❷お子さまへのメッ
セージを書いた紙を役場総務企画課
広報担当（☎ 42-2111内線 168）ま
でお持ちください。

◎第54回陸上自衛隊岩手駐屯地
　創立記念行事

■日時　９月18日（日）
　　　　午前８時30分～午後３時
■場所　陸上自衛隊岩手駐屯地（滝沢村）
■内容　記念式典／観閲行進／訓練展
示／戦車などの体験搭乗／音楽隊によ
るミニコンサート／模擬売店など
■問い合わせ　岩手駐屯地司令業務室
（☎019-688-4311）

◎第７回全国縄ない選手権大会
　inバッタリ－村
■日時　10月２日（日）正午～午後3時
■場所　バッタリ－村（久慈市山形町）
■内容　初心者向け縄ない講座／縄な
い選手権／民具展示／出店など
■参加費　無料
■問い合わせ　「全国縄ない選手権大会」
実行委員会事務局（☎090-4630-9348）

県知事・県議会議員選挙

投　票　日：９月11日日
投票時間：７時～19時

岩手のこれからを決める日。
確かな一票を投じましょう。

●問い合わせ　
　村選挙管理委員会
　（☎42-2111内線166）　（☎42-2111内線166）
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いつでも・どこでも・どなたでも…

生涯学習だより

友
達
と
過
ご
し
た
五
日
間

　

長
興
寺
小
６
年　

椛
木
菜
々
瀬

　

私
は
、
八
月
七
日
か
ら
八
月
十
一
日
ま

で
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。
初
め
は
、
ど
ん
な
こ
と

を
す
る
の
か
、
ど
う
行
動
す
れ
ば
い
い
の

か
、
友
達
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー
参
加
報
告

驚
き
と
感
動
の
５
日
間

　

８
月
７
日
か
ら
11
日
ま
で
の
５
日
間
︑
沖
縄
で
行
わ
れ
た
平
成
23
年
度
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
体

験
セ
ミ
ナ
ー
︵
Ｃ
行
程
︶
に
︑
本
村
か
ら
２
名
の
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
︒
海
洋
ス
ポ
ー

ツ
体
験
︑
南
国
の
自
然
と
生
き
物
た
ち
と
の
出
会
い
︑
そ
し
て
︑
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
仲

間
と
の
触
れ
合
い
を
つ
づ
っ
て
く
れ
ま
し
た
︒

不
安
ば
か
り
で
し
た
。
で
も
参
加
し
て
み

て
も
の
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
し
、
す
ご
く

い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
日
目
、
不
安
ば
か
り
で
空
港
に
つ
い

て
、
バ
ス
で
移
動
す
る
時
友
達
が
で
き
ま

し
た
。
初
め
て
で
き
た
友
達
で
す
ご
く
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
友
達
は
話
し
か
け
て

く
る
人
だ
っ
た
の
で
、
た
く
さ
ん
話
を
し

ま
し
た
。
バ
ス
に
乗
っ
て
い
る
時
間
は
長

か
っ
た
け
ど
短
く
感
じ
ま
し
た
。
ル
ー
ム

メ
イ
ト
と
も
す
ぐ
に
仲
良
く
な
っ
て
た
く

さ
ん
話
を
し
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

二
日
目
、
色
々
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
、
カ
ヌ
ー
、
イ
ル
カ
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
の
体
験
を
し
ま
し
た
。
バ
ナ

ナ
ボ
ー
ト
で
は
、
水
が
い
っ
ぱ
い
か
か
っ

て
冷
た
か
っ
た
し
、
し
ょ
っ
ぱ
か
っ
た
け

ど
楽
し
か
っ
た
で
す
。
思
っ
た
よ
り
ス

ピ
ー
ド
も
速
か
っ
た
で
す
。
イ
ル
カ
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は
、
初
め
て
イ
ル
カ
と
握
手
を

し
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
、
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
て

い
て
ち
ょ
っ
と
硬
め
な
感
じ
で
し
た
。
背

中
は
、
ツ
ル
ツ
ル
し
て
い
ま
し
た
。
す
ご

く
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。

　

三
日
目
は
、
フ
ル
ー
ツ
ラ
ン
ド
に
行
っ

て
お
土
産
を
買
い
ま
し
た
。
友
達
に
は
、

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
と
か
を
買
い
ま
し
た
。
家

族
に
は
、
食
べ
物
や
お
菓
子
な
ど
を
、
友

達
と
一
緒
に
買
い
ま
し
た
。
買
い
物
は
す

ご
く
楽
し
み
だ
っ
た
の
で
、
行
っ
て
色
々

な
物
を
買
う
こ
と
が
で
き
て
、
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

　

植
物
︵
フ
ル
ー
ツ
︶
の
観
察
を
し
ま
し

た
。
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
や
、ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー

ツ
な
ど
の
い
ろ
ん
な
植
物
を
見
る
こ
と
が

で
き
て
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

カ
ヌ
ー
体
験
も
し
ま
し
た
。
二
日
目
は
、

海
の
浅
い
所
を
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
た
り
し

て
、
あ
ま
り
遠
い
と
こ
ろ
に
は
行
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
け
れ
ど
三
日
目
は
川
だ
っ
た

の
で
、
け
っ
こ
う
遠
く
ま
で
カ
ヌ
ー
を
こ

い
で
行
き
ま
し
た
。
時
々
木
に
ぶ
つ
か
っ

た
り
し
て
大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、
う
ま
く

い
き
ま
し
た
。
で
も
、
半
分
く
ら
い
か
ら

す
ご
く
疲
れ
ま
し
た
。
部
屋
に
着
い
て
か

ら
ベ
ッ
ド
に
倒
れ
こ
み
ま
し
た
。

　

四
日
目
、
本
当
は
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ

と
海
水
浴
な
ど
の
予
定
で
し
た
が
、
体
調

が
悪
く
て
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
、

海
水
浴
を
一
番
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
に

で
き
な
く
て
残
念
で
し
た
。
け
れ
ど
、
上

か
ら
も
魚
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

み
ん
な
が
海
水
浴
を
し
て
い
る
間
は
、
貝

を
拾
っ
た
り
し
て
遊
び
ま
し
た
。
海
に
入

れ
な
か
っ
た
の
は
残
念
だ
っ
た
け
れ
ど
楽

し
か
っ
た
で
す
。

　

夜
に
は
最
後
の
夕
食
と
い
う
こ
と
で
、

み
ん
な
で
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
ま
し

た
。
み
ん
な
が
、
私
達
の
い
る
所
に
来

た
り
し
て
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
、

ち
ょ
っ
と
せ
ま
か
っ
た
で
す
。
そ
の
後

に
、
エ
イ
サ
ー
鑑
賞
を
し
ま
し
た
。
子
供

も
踊
っ
て
い
ま
し
た
。
す
ご
く
か
っ
こ
よ

か
っ
た
で
す
。
最
後
に
み
ん
な
で
踊
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

ス
テ
ー
ジ
の
上
で
踊
り
ま
し
た
。
す
ご
く

面
白
か
っ
た
で
す
。

　

そ
し
て
五
日
目
、
最
終
日
。
最
終
日
は
、

首
里
城
公
園
見
学
を
し
ま
し
た
。
昔
の
皿

新しい友達と一緒に（中央が椛木さん）。
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み
た
い
な
も
の
と
か
、
絵
な
ど
を
見
て
き

ま
し
た
。
す
ご
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
お
別
れ
の
時
、
泣
か
な
い
と
決
め

て
い
た
け
ど
泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
す

ご
く
さ
び
し
か
っ
た
け
ど
、
連
絡
を
取
る

と
約
束
し
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

こ
の
五
日
間
、
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で

す
。
友
達
も
た
く
さ
ん
つ
く
る
こ
と
が
で

き
た
し
、
毎
日
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
六
年
生
最
後
の
夏
休
み
す
ご
く
い
い

友
達
と
、
す
ご
く
い
い
思
い
出
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
五
日
間
色
々
な
体
験
が
で
き

て
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。

楽
し
か
っ
た
海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー

　

　

長
興
寺
小
５
年　

中
村
偉
織

　
　

僕
は
八
月
七
日
か
ら
十
一
日
ま
で
の
五

日
間
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
し
ま
し
た
。
出
発
の
日
は
と
て
も
不
安

で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
一
人
で
沖
縄
ま
で

旅
行
す
る
こ
と
も
飛
行
機
に
乗
る
こ
と
も

初
め
て
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
す

ぐ
友
達
が
で
き
て
不
安
な
気
持
ち
は
楽
し

い
気
持
ち
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
ブ
ル
ー
シ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
い
っ
て
、
ホ
テ
ル
の
前
の
海
で
バ
ナ
ナ

ボ
ー
ト
や
カ
ヌ
ー
に
乗
っ
た
り
イ
ル
カ
と

触
合
っ
た
り
し
ま
し
た
。
特
に
お
も
し
ろ

か
っ
た
の
は
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
で
す
。
思
っ

た
以
上
に
ス
ピ
ー
ト
が
速
く
て
ス
リ
ル
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
イ
ル
カ
に
初

め
て
触
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
三
日
目
は
、
沖
縄
フ
ル
ー

ツ
ラ
ン
ド
で
色
々
な
植
物
や
果
物
を
見
学

し
た
り
、
お
土
産
を
買
っ
た
り
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
自
然
観
察
を
し
た
り

カ
ヌ
ー
で
川
を
上
っ
た
り
、
下
っ
た
り
し

ま
し
た
。
上
り
は
川
の
流
れ
に
沿
っ
て
漕

げ
た
け
ど
下
り
は
流
れ
に
逆
ら
っ
て
漕
が

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
大
変
で
し
た
。

そ
の
夜
は
、
次
の
日
の
た
め
に
「
海
洋
生

物
の
生
態
と
海
洋
環
境
に
つ
い
て
」
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。
四
日
目
は
美
ら
海

水
族
館
に
行
っ
て
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
を
見
た

り
、
色
々
な
魚
を
見
た
り
し
ま
し
た
。
イ

ル
カ
シ
ョ
ー
の
オ
キ
ち
ゃ
ん
劇
場
は
、
イ

ル
カ
が
色
々
な
技
を
や
っ
て
い
た
の
で
す

ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
海
水
浴

や
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。

特
に
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
は
カ
ク
レ
ク

マ
ノ
ミ
や
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
が
と
て
も
き

れ
い
で
し
た
。
で
も
、
台
風
の
影
響
で
海

が
少
し
濁
っ
て
い
ま
し
た
。
濁
っ
て
い
て

も
、
色
々
な
魚
や
き
れ
い
な
サ
ン
ゴ
礁
が

見
れ
た
の
で
、
僕
は
十
分
満
足
し
ま
し
た
。

夜
は
、
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
ま
し
た
。

写
真
を
撮
っ
た
り
、
住
所
や
電
話
番
号
を

聞
い
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、エ
イ
サ
ー

鑑
賞
を
し
ま
し
た
。
僕
は
、
小
さ
い
頃
か

ら
エ
イ
サ
ー
が
好
き
で
エ
イ
サ
ー
の
太

鼓
を
持
っ
て
い
る
く
ら
い
な
の
で
、
生
で

エ
イ
サ
ー
鑑
賞
が
で
き
て
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
し
、
僕
も
踊
っ
て
み
て
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。
五
日
目
は
、
最
初
に
首

里
城
公
園
を
見
学
し
ま
し
た
。
首
里
城
は
、

テ
レ
ビ
や
本
で
見
る
よ
り
鮮
や
か
な
感
じ

が
し
ま
し
た
。
次
に
、
那
覇
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
昼
食
を
取
り
、
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー
の
終
わ
り
の
式
を
し

ま
し
た
。
そ
し
て
つ
い
に
お
別
れ
の
時
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
自
分
の
帽
子
に
、
皆

で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
あ
っ
て
沢
山
泣
い

て
お
別
れ
を
し
ま
し
た
。
僕
も
、
沢
山
泣

き
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
や
友
達
と
は
い
ず

れ
は
別
れ
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
は
分
か
っ

て
い
た
け
ど
、
別
れ
は
本
当
に
辛
く
て
悲

し
か
っ
た
で
す
。

　

僕
は
、
こ
の
五
日
間
の
体
験
を
通
し
て

海
の
サ
ン
ゴ
の
現
状
を
知
り
ま
し
た
。
今

サ
ン
ゴ
は
白
骸
化
現
象
に
よ
り
昔
よ
り
数

が
少
な
い
そ
う
で
す
。
原
因
は
自
然
に
よ

る
も
の
と
、
人
間
に
よ
る
環
境
破
壊
だ
そ

う
で
す
。
埋
立
地
を
作
っ
た
り
、
海
に
ゴ

ミ
を
捨
て
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
で

す
。
海
が
汚
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
サ
ン
ゴ

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
僕
は
、

人
間
が
原
因
を
作
っ
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
海
や
サ

ン
ゴ
を
守
る
た
め
に
、
も
し
海
に
行
っ
た

時
は
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
た
い
と

思
っ
た
し
、
み
ん
な
に
も
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
全
国

の
人
た
ち
と
友
達
に
な
り
ま
し
た
。
初
め

は
、
友
達
が
で
き
る
か
心
配
だ
っ
た
け
ど
、

初
日
の
移
動
の
時
や
ホ
テ
ル
の
中
で
す
ぐ

に
友
達
が
で
き
ま
し
た
。
僕
が
、
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
で
と
て
も
楽
し
か
っ
た
の
は
良
い

友
達
と
め
ぐ
り
合
え
た
か
ら
で
す
。
セ
ミ

ナ
ー
が
終
わ
っ
て
、
離
れ
離
れ
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
け
ど
、
友
達
の
こ
と
は
忘
れ
な

い
し
、
連
絡
を
取
り
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も

友
達
で
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
五
日
間
の
体
験
は
僕
に
と
っ
て
と
て
も

貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
学
ん
だ
こ

と
が
本
当
に
た
く
さ
ん
あ
る
し
、
僕
も
少

し
成
長
で
き
た
か
な
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー
で
学
ん
だ

こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
に

生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

美ら海水族館にて（左端が中村くん）。
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いつでも・どこでも・どなたでも…

生涯学習だより

▼
村
小
中
学
校
水
泳
大
会

１
３
３
人
が
自
己
ベ
ス
ト
目
指
す

　

第
20
回
九
戸
村
小
中
学
校
水
泳
大
会

は
８
月
２
日
、
村
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
村
内
の
小
中
学
校
か

ら
１
３
３
人
が
出
場
し
ま
し
た
。
開
会

式
で
は
和
田
夏
乃
さ
ん
︵
山
根
小
６
年
︶

が
「
自
分
の
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
に
向
か
い
、

精
一
杯
泳
ぐ
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
宣

誓
。
選
手
は
自
己
ベ
ス
ト
の
更
新
を
目

指
し
て
、
一
生
懸
命
に
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
て
い
ま
し
た
。
部
門
ご
と
の
優
勝
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。︵
敬
称
略
︶

仲間からの声援を受けてレースに臨む選手たち

　

第
33
回
九
戸
村
少
年
野
球
選
手
権
大

会
は
８
月
13
日
、
ナ
イ
ン
ズ
球
場
で
開

か
れ
、
村
内
か
ら
４
チ
ー
ム
が
出
場
し

ま
し
た
。
開
会
式
で
は
、
伊
保
内
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
主
将
の
井
上
燿
斗
く
ん
が
選

手
宣
誓
。
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
た
熱
い

戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
ス
タ
ン
ド
の

応
援
団
か
ら
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
試
合
の
結
果
、
決
勝
戦
で

戸
田
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
を
11
対
１
で
下

し
た
伊
保
内
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
が

２
年
連
続
の
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

小
学
校
・
男
子

■
自
由
形
▽
６
年
100
㍍　

村
田
海
斗
︵
戸

田
小
︶
▽
６
年
50
㍍　

下
川
原
凱
斗
︵
長

興
寺
小
︶
▽
５
年
50
㍍　

橋
山
翔
︵
戸

田
小
︶
▽
４
年
以
下
25
㍍　

大
崎
光
仁

︵
伊
保
内
小
︶

■
平
泳
ぎ
▽
６
年
100
㍍　

谷
地
勁
冴
︵
戸

田
小
︶
▽
６
年
50
㍍　

谷
地
勁
冴
︵
戸

田
小
︶
▽
５
年
50
㍍　

杉
村
明
朗
︵
伊

保
内
小
︶
▽
４
年
以
下
25
㍍　

大
崎
光

仁
︵
伊
保
内
小
︶

■
背
泳
ぎ
▽
５
年
50
㍍　

中
村
偉
織
︵
長

興
寺
小
︶

■
バ
タ
フ
ラ
イ
▽
６
年
50
㍍　

下
川
原

凱
斗
︵
長
興
寺
小
︶
▽
５
年
25
㍍　

舘

本
廣
斗
︵
長
興
寺
小
︶
▽
４
年
以
下
25

㍍　

田
口
真
也
︵
戸
田
小
︶

■
200
㍍
リ
レ
ー　

戸
田
小
︵
橋
山
翔
・

橘
翔
悟
・
村
田
海
斗
・
谷
地
勁
冴
︶

小
学
校
・
女
子

■
自
由
形
▽
６
年
100
㍍　

佐
藤
静
留
︵
伊

保
内
小
︶
▽
６
年
50
㍍　

櫻
庭
美
穂
︵
伊

保
内
小
︶
▽
５
年
50
㍍　

大
崎
莉
奈
︵
長

興
寺
小
︶
▽
４
年
以
下
25
㍍　

村
田
麗

奈
︵
戸
田
小
︶

■
平
泳
ぎ
▽
６
年
100
㍍　

岩
部
初
音
︵
伊

保
内
小
︶
▽
６
年
50
㍍　

櫻
庭
美
穂
︵
伊

保
内
小
︶
▽
５
年
50
㍍　

玉
川
聖
来
︵
長

興
寺
小
︶
▽
４
年
以
下
25
㍍　

村
田
麗

奈
︵
戸
田
小
︶

■
背
泳
ぎ
▽
６
年
50
㍍　

岩
部
初
音
︵
伊

保
内
小
︶
▽
５
年
50
㍍　

野
辺
地
里
咲

︵
江
刺
家
小
︶

■
バ
タ
フ
ラ
イ
▽
６
年
50
㍍　

和
田
夏

乃
︵
山
根
小
︶
▽
５
年
25
㍍　

古
舘
優

香
︵
長
興
寺
小
︶
▽
４
年
25
㍍　

本
堂

未
来
︵
山
根
小
︶

■
200
㍍
リ
レ
ー　

伊
保
内
小
︵
古
舘
歩

由
子
・
岩
部
初
音
・
屋
形
場
紀
穂
・
櫻

庭
美
穂
︶

中
学
校
・
男
子

■
自
由
形
▽
100
㍍　

立
波
右
恭
︵
３
年
︶

中
学
校
・
女
子

■
自
由
形
▽
100
㍍　

長
坂
里
沙
︵
３
年
︶

■
平
泳
ぎ
▽
100
㍍　

大
崎
明
生
︵
１
年
︶

■
背
泳
ぎ
▽
100
㍍　

欠
端
ひ
か
る︵
１
年
︶２年連続の優勝を果たした伊保内スポーツ少年団

▼
村
少
年
野
球
選
手
権
大
会

伊
保
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
２
連
覇



◦開館時間／平日：9時～ 19時，土日祝：9時～ 17時　◦休館日／年末年始・お盆と祭り期間（８月13日～19日）◦貸出期間／ 3週間

Books ❖ 図書室から、おすすめの新着本を紹介します。
、
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気をつけよう！
ケータイ中毒子育てハッピーたいむ

太田知子著／一万年堂出版

携帯電話依存とは、携帯電話
に過度に「はまって」いる状
態で、社会問題となってきて
います。携帯電話は、魅力的
であると同時に、コミュニケ
ーションがとれないと「寂し
い」と思い込んだり、悩んだ
り、何かを気にしたり、いつ
も不安な状態になってしまい
ます。

パックン！
おいしいむかしばなし いねむり先生

渋井哲也著／汐文社 ルーシー・カズンズ作／岩崎書店 伊集院静著／集英社

むかしむかしから伝えられて
きて、これからもずっと伝え
られていく宝物のようなおは
なし。おかしかったり、不思
議だったり、とんでもなかっ
たり、ときには残酷なことも
ありますが、その魅力は、け
っして色あせることはないで
しょう。とってもカラフルで
読みやすい絵本だよ♪

女優であった妻の死は唐突に
やってきた。癌だった。やり
場のない憤りと虚脱感が酒と
ギャンブルにのめりこませた。
アルコール依存症になり、心
身ともにボロボロに壊れてし
まった。幻聴や幻覚も僕を苦
しめる。仕事を整理し、無為
な日々を過ごしているときに、
ある人物を紹介された…。

生命の誕生って本当に感動的
です。人生の大仕事をなし終
えたというくらいの出来事で
す。毎月いろんなドタバタが
あって憎たらしくなることも
あるけど、生まれてきてくれ
ただけでありがとうっていう
気持ちをいつまでも忘れずに
いたいです。子育てママの毎
日の奮闘記読んでみて。

▼
村
学
童
相
撲
大
会

団
体
戦
は
長
興
寺
小
Ａ
が
制
す

　

村
相
撲
協
会
︵
田
澤
信
夫
会
長
︶
主

催
の
第
31
回
九
戸
村
学
童
相
撲
大
会
は

８
月
６
日
、
九
戸
村
相
撲
場
で
開
催
さ

れ
、
村
内
の
小
学
校
か
ら
50
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
中
村
蓮
く
ん

︵
戸
田
小
６
年
︶
が
元
気
い
っ
ぱ
い
に
選

手
宣
誓
。
保
護
者
や
地
域
の
方
か
ら
の

声
援
を
受
け
、
選
手
た
ち
は
力
強
く
試

合
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
大
会
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。︵
敬
称
略
︶

■
団
体
戦
①
長
興
寺
小
Ａ
チ
ー
ム
︵
野

中
凌
雅
・
玉
川
大
輔
・
中
村
偉
織
・
下

川
原
凱
斗
・
野
中
壱
聖
︶
②
伊
保
内
小

Ａ
チ
ー
ム
︵
大
崎
光
仁
・
下
川
原
涼
太
・

杉
村
明
朗
・
柾
切
澤
和
弥
・
川
畑
未
夢
︶

③
戸
田
小
Ａ
チ
ー
ム
︵
山
本
康
司
・
橘

翔
悟
・
皆
川
大
輔
・
谷
地
勁
冴
・
中
村
蓮
︶

■
個
人
戦
▽
４
年
生
の
部
①
山
本
康
司

︵
戸
田
小
︶
②
下
川
原
一
将
︵
長
興
寺
小

３
年
︶
③
野
中
凌
雅
︵
長
興
寺
小
︶
▽

５
年
生
の
部
①
下
川
原
涼
太
︵
伊
保
内

小
︶
②
橘
翔
悟
︵
戸
田
小
︶
③
玉
川
大

輔
︵
長
興
寺
小
︶
▽
６
年
生
の
部
①
中

村
蓮
︵
戸
田
小
︶
②
野
中
壱
聖
︵
長
興

寺
小
︶
③
下
川
原
凱
斗
︵
長
興
寺
小
︶

■
三
賞
・
特
別
賞
▽
技
能
賞　

中
村
怜

︵
江
刺
家
小
５
年
︶
▽
敢
闘
賞　

欠
端
太

陽
︵
戸
田
小
４
年
︶
▽
殊
勲
賞　

村
田

海
斗
︵
戸
田
小
６
年
︶
▽
特
別
賞　

中

野
感
大
︵
長
興
寺
小
１
年
︶

団体戦優勝を果たした長興寺小Ａチームの皆さん



問住民生活課保健衛生班☎42-2111（内線122）みんなの健康

問住民生活課国保住民班☎42-2111（内線212）国保だより
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　❷　死にたい気持ちがあるかどうかは、｢生きて
　　　いくのもつらいの？｣などと気持ちを聞いて
　　　みること。気づかっていることを伝える言葉
　　　になります。
　❸　生きていてほしい気持ちを伝えること。
　❹　自分ひとりでなんとかしようとしないこと。
　　　相談機関や医療機関への受診を勧めてくださ
　　　い。身近な人がまず受診してもよいでしょう。
　❺　切羽詰っているときは、一人にさせないこと。
　
　周りの人の一番大切な役割は相談相手になること
です。病気の診断ではありません。よく話も聞かな
いで「心の病気かもしれないから病院に行ったら？」
と言っては、かえって相手を傷つけてしまいます。
　家族のつながりが深まるということは、一人が調
子を崩すと、家族全体に影響してしまうという危険
性を伴います。家族を守るためにも、家
族以外の付き合い、地域での付き合い
を深めることも大切なのです。
（保健師　及川洋子）

国保の被保険者証を更新します
　　

　現在、みなさんが使用している国民健康保険の
被保険者証の有効期限は、９月30日です。これに
伴い、10月１日からお使いいただく新しい被保険
者証を、９月下旬に郵便でお届けします。届いた
ら名前などに間違いがないか確認してください。
　また、有効期限が過ぎた被保険者証は回収しま
せんので、有効期限を過ぎたら、裁断するなど各
自で責任をもって処分してください。
■　カード式で一人一枚
　新しい被保険者証は、これまでと同様に一人に
一枚のカード式です。世帯主あての封筒に全員分
を入れて郵送します。届いたら住所、氏名、生年

月日などをご確認ください。
■　被保険者証は大切に
　被保険者証は医療を受ける
ときに使用するだけでなく、
場合によっては、身分を証明

自殺を防ぐための一歩
　
　
　自殺にはさまざまな背景があります。経済的なこ
と、対人関係、健康の不安や病気の負担などです。
精神疾患も自殺の大きな原因の一つです。
　うつ病や不安障害などと他の背景を併せ持ってい
ることも少なくありません。精神疾患で仕事や日常
生活に不自由をきたしますが、自分のことは案外気
づかないものです。８割以上の人は、医療機関に行
かないで我慢してしまいます。
■　悩みを身近な人に相談してください
　問題はすぐには解決しないかもしれないし、もう
どうにもならないように見えるかもしれません。し
かし、相談してみるだけでも、それは一歩前進です。
自殺はとりかえしがつかない、やり直しのきかない
ことです。そして、周りの人の悲しみばかりが残り
ます。
■　身近な人ができること
　❶　悩みをよく聞くこと。

することもできる大切なものです。もし紛失した
り盗難にあったりしたときは、すぐに警察や役場
の窓口に届け出てください。
■　臓器提供意思表示欄を新設
　改正臓器移植法の施行を受け、国保の被保険者
証の裏に臓器提供意思表示欄が設けられました。
記入については、あくまで任意であり、強制する
ものではありません。
■　正しい被保険者証で受診を
　他の市町村に転出したり、職場の健康保険など
に加入したりしたときは、国保の被保険者証を返
していただくことになります。すぐに被保険者証
を持参して役場の窓口で手続きをしてください。
　手続きが遅れ、国保の資格がないのに、国保の
被保険者証で診療を受けてしまう方がいますが、
そのときは、高額医療費の支給も遅れてしまいま
すし、国保が負担した医療費を全額返していただ
くこともあります。資格に異動が生じたときは、
すぐに役場に届け出て、正しい被保険者証で受診
しましょう。

性を伴います。家族を守るためにも、家
族以外の付き合い、地域での付き合い



問二戸消防署九戸分署☎42-3119消防署だより

問二戸警察署九戸駐在所☎42-2210駐在所ホットライン
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秋の全国交通安全運動

～夕暮れは　早めのライトに　反射材～

■運動の期間　　
　９月21日水から９月30日金まで
　交通事故死ゼロを目指す日…９月30日金

■運動の重点　　
　・子どもと高齢者の交通事故防止
　・夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通
　　事故防止（特に、反射材用品などの着用の推進
　　および自転車前照灯の点灯の徹底）
　・すべての座席のシートベルトとチャイルドシー
　　トの正しい着用の徹底
　・飲酒運転の根絶

悪質商法の被害にあわないために

～被害を防ぐキーワード「悪質業者はう・そ・つ・き」～

う…うまい話を信用しない！
　うまい話、絶対もうかる話、絶対病気にならない
　話。そんな話には必ず大きな落とし穴があります。
　うっかり信じると、あとで大変なことになります。

そ…そうだんする！
　ひとりで判断せず、警察、消費者センター、家族、
　知人に相談しましょう。

つ…つられて返事をしない！
　すぐに契約しない。

き…キッパリ！ハッキリ！断る！
　あいまいな返事をせず、キッパリ！ハッキリ！断
　りましょう。それでもだめならすぐに110番！

９月９日は「救急の日」

　私たちは、いつ、どこで、突然のケガや病気に
おそわれるかわかりません。そんなときに、家庭
や職場でできる手当のことを『応急手当』といい
ます。病院に着くまでに応急手当をすることで、
ケガや病気の悪化を防ぐことができます。
　ケガや病気の中でも最も重篤で緊急を要するも
のは、心臓や呼吸が止まってしまった場合です。

救急講習を受講しましょう
　
　何の心得もなく、突然目の前で人が倒れたら
戸惑ってしまうのは当然です。しかし、救命講
習会などで一度経験しておけば、人の命を救う
ための手助けは、誰にもできることなのです。
大切な命を救うため『心肺蘇生法』『AEDを使
用した除細動（電気ショック）』を中心とした
応急手当を学びましょう。講習会の依頼は九戸
分署まで。

事故

件数 累計 前年比

人身事故 0件 0件 －1件

物損事故 7件 34件 －4件

負 傷 者 0人 0人 －3人

死 亡 者 0人 0人 ±0人

飲酒運転検挙者 0人 0人 ±0人

火災・救急

件数 累計 前年比

火　　災 0件 0件 －5件

救　　急 24件 182件 ＋26件

Number Information　2011.7.1～ 7.31

7月31日現在、
交通死亡事故ゼロ日数は…　　　　　  日です668

ＳＴＯＰ！飲酒運転

火の後始末忘れずに
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ごみ収集日
収集区域 燃えるごみ ビン・金物 空き缶 粗大ごみ 紙・プラ類

瀬月内／宇堂口／泥の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下／山根／荒谷／二ツ家

毎週水曜日
5月 20火 8木

7・14・21・28

鹿島／伊保内上・下／川向・南田
毎週木曜日

6火 26月 14水
1・8・15・22・29

小倉／長興寺上・下／大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木／江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

毎週金曜日
12月 27火

第2火曜日
22木

2・9・16・30 13火

休日当番医【午前９時～午後５時】 休日当番歯科医【午前９時～正午】

4 ㊐ むらかみ医院いたみのクリニック 4 ㊐ 菅原歯科医院
☎ 48-1500（軽米町） ☎ 27-3301（二戸市）

11 ㊐ よこもり眼科クリニック 11 ㊐ 小野寺歯科医院
☎ 22-2230（二戸市） ☎ 33-3050（一戸町）

18 ㊐ 千葉耳鼻咽喉科医院 18 ㊐ 沢藤歯科医院
☎ 23-2009（二戸市） ☎ 25-4002（二戸市）

19 ㊊ おりそ内科循環器クリニック 19 ㊊ 窪島歯科医院
☎ 22-2251（二戸市） ☎ 23-2425（二戸市）

23 ㊎ 小野寺クリニック 23 ㊎ 奥中山高原歯科クリニック
☎ 46-2822（軽米町） ☎ 35-2951（一戸町）

25 ㊐ 浄法寺診療所 25 ㊐ こしみず歯科クリニック
☎ 38-2021（二戸市） ☎ 33-4618（一戸町）

村のこよみ９月
日にち 行　事　名 時　間 場　所

1木 大腸がん検診 　6時00分～ 村内巡回
3土 秋季はまなすカップ総合体育大会 　8時30分～ 九戸中学校ほか

4日 村民スポレク大会 　9時00分～ 各会場
岩手県パークゴルフ選手権大会 　9時30分～ パークゴルフ場

6火 村小学校陸上記録会 　9時00分～ 総合運動場
保健師による出前相談 　9時30分～ 江刺家ふるさとセンター

7水 三種混合予防接種 14時10分～ 保健センター
8木 デイケア 　9時30分～ 保健センター

12月 ぽっかぽか教室（個別） 　9時00分～ 保健センター

14水 九戸政實杯ゲートボール親善交流大会 　8時30分～ 総合運動場
日本脳炎予防接種 14時10分～ 保健センター

17土 九戸村敬老会 村内各会場

18日 折爪荘敬老会 折爪荘
村少年野球選手権新人大会 　8時30分～ ナインズ球場

20火 乳児・１歳６か月児・２歳児健診 13時15分～ 保健センター
21水 日本脳炎予防接種 14時10分～ 保健センター
25日 村民体育大会駅伝競技 　8時00分～ 国道340号
26月 ぽっかぽか教室 　9時30分～ 保健センター

ハローワーク二戸

求人情報

■有限会社出町土木
①大工《正社員以外》②九戸村③不
問④132,000円～154,000円⑤普通自
動車免許一種・大工経験
■株式会社ナインズファーム
①収穫管理作業《正社員以外》②九
戸村③不問④163,680円⑤労働基準
法41条による労働時間に関する規定
の適用除外求人
■大崎運輸有限会社
①大型トラック運転手《正社員以
外》②九戸村③不問④184,000円⑤
大型自動車免許一種・大型自動車運
転経験者
■秋元グリーン・グリーン　
①長ねぎ加工作業員《正社員以外》
②九戸村③不問④130,000円⑤労働
基準法41条による労働時間に関する
規定の適用除外求人

◎８月15日現在の求人情報から掲載
しています。求人に関するお問い合
わせは、ハローワーク二戸（☎23-
3341）まで。求人情報は役場ロビー
でも配布しています。

①職種②就業場所③年齢
④基本給⑤必要資格など



19 広報くのへ●2011-9

国民健康保険税　第３期

９月30日金が
納期限です

詳しくは、住民生活課賦課徴収班
（☎42-2111内線233）へ。

九戸村役場☎42-2111　http://www.vill.kunohe.iwate.jp/

ひきこもりの理解と
対応を学ぶ家族教室

■日時　９月26日㊊　午後１時30
分～午後３時30分

■場所　二戸地区合同庁舎１階・
地域交流ルーム

■対象者　ひきこもりの状態にあ
る人の家族など

■内容　講話「ひきこもりの理解
と対応について」

■申し込み・問い合わせ　二戸保
健所保健課（☎23-9206）

ス
ナ
ッ
プ
く
の
へ

information

二戸高等技術専門校
平成24年度学生募集

■募集コース　①自動車システム
科…20人②建築科…15人

■応募資格　高等学校を卒業した
方（平成24年３月卒業見込の方を

含む）またはこれと同等以上の学

力を有すると認められる方。推薦

入校選考は平成24年３月に高等学

校を卒業する見込の方で、学校長

が推薦した方。

■推薦入校選考　出願期間：10月
３日㊊～10月14日㊎／選考日：10
月21日㊎
■一般入校選考　出願期間：11月
21日㊊～12月２日㊎／選考日：12
月９日㊎
※詳細はお問い合わせください。

■問い合わせ　岩手県立二戸高等
技術専門校（☎23-2227）

こころサロン二戸で
お話しませんか？

■日時　９月16日㊎　午前10時～
11時30分

■場所　二戸地区合同庁舎１階
■対象　ご家族など、身近な方を
自死で亡くされた方

■その他　①匿名での参加も可能。
②お話を聴くだけでもかまいませ

ん。③個人の秘密や情報は守ります。

■申し込み・問い合わせ　二戸保
健所保健課（☎23-9206）

障がい者交流会と
福祉相談会を開催

　二戸圏域地域自立支援協議会相

談支援部会では、障がいをお持ち

の方（身体・知的・精神）やその

家族、関係者の方を対象に交流会

と福祉相談会を実施します。

■日時　９月27日㊋　午前10時30  
分～午後３時

■会場　九戸村山村開発センター
１階　産業振興研修室

■内容　交流会（昼食づくり）、会
食、ゲーム、相談会　

※相談会では相談支援事業者や二

戸管内の障害福祉サービス事業所

職員が相談に応じます。相談会の

みの参加でもよろしいです。秘密

は厳守します。

■参加費　一人300円
■その他　エプロンを持参してく
ださい。

■申込締切　９月20日㊋
■申し込み・問い合わせ　住民生活
課地域福祉班（☎42-2111内線202）

看護職の再就業支援
研修会を開催します

■日時　10月３日㊊～10月７日㊎
■会場　岩手県立中央病院
■対象　①現在看護業務に従事し
ていない有資格者（保健師・助産

師・看護師・准看護師）②岩手県

在住の未就業者で１年以内に再就

職の意向がある方

■内容　講義、演習、実習
■申込締切　９月９日㊎

司法書士による
成年後見相談会

■日時　９月23日㊎　午前10時～
午後３時　※予約不要。

■会場　岩手県司法書士会館
■相談例　一人暮らしの今後が不
安、年金が母のために使われてい

ないみたい、相続人の一人が認知

症で遺産分割協議ができないなど。

■問い合わせ　岩手県司法書士会事
務局（☎019-622-3372）

■申し込み・問い合わせ　岩手県
ナースセンター（☎019-663-5206）

自動車税は

９月30日金が
納期限です

詳しくは、県北広域振興局二戸地域
振興センター県税室（☎23-9254）へ。
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戸籍だより
※7月16日～8月15日届け出分・敬称略
※氏名は正字で表記しています。

お誕生おめでとう

　山　下　優
ゆう

　斗
と

（武信・真由美）五枚橋

　尾　友　　蘭
らん

　（真也・純子）川　向

　大　崎　涼
りょう

　太
た

（健・ゆかり）細　屋

　澤　口　愛
あい

　羅
ら

（康二・愛美）川　向

ご結婚おめでとう

　小野寺　智　之（伊保内下）

　中　村　尚　実（青森県三戸町）

ご冥福をお祈りします

　上　村　良　子　 （61歳） 荒　谷

　向　井　ハツヱ　 （88歳） 荒　谷

　谷　地　春　雄　 （64歳） 川　向

　上屋敷　ハツヱ　 （94歳） 荒　谷

　漆　原　源　吉　 （76歳） 田　代

　千　葉　キ　ヨ　 （82歳） 折爪荘

　細　川　宏　美　 （35歳） 細　屋

　松ヶ平　勝　美　 （65歳） 川　向

人のうごき
（平成23年8月1日現在）

●人　口　　６，５７５　人（　－９）
　　男　　　３，１７２　人（　－４）
　　女　　　３，４０３　人（　－５）
●世帯数　　２，１８５世帯（　＋２）

　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　転　入　　　　４　人（　６１人）
　転　出　　　　９　人（　９８人）
　出　生　　　　１　人（　１６人）
　死　亡　　　　５　人（　６１人）

（カッコ内は１月からの累計）

●●●●●　  編集室から  ●●●●●

◆悪天候に見舞われた九戸まつり。イベント
の中止・延期で「今年はこのまま終わってし
まうんじゃ…」と不安な気持ちがグルグル◆
やっと晴れた最終日、花火大会での歓声や拍
手を聴いて例年以上に感動しました（尾友）

　
「
在
京
九
戸
村
ふ
る
さ
と
会
」（
鈴

木
貢
会
長
・
会
員
28
人
）
と
「
伊

保
内
高
等
学
校
同
窓
会
」（
川
原
要

次
郎
会
長
・
会
員
30
人
）
の
ふ
る

さ
と
交
流
会
は
８
月
16
日
、
ふ
る

さ
と
創
造
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

９
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今
回

の
交
流
会
に
は
、
両
会
の
会
員
な

ど
11
人
が
参
加
し
ま
し
た
。　

　

岩
部
茂
村
長
は
「
九
戸
村
は
、

折
爪
ト
ン
ネ
ル
や
二
戸
駅
の
新
幹

線
開
通
に
よ
り
、
交
通
の
便
が
良

く
な
り
ま
し
た
。
村
外
か
ら
訪
れ

る
人
に
は
、
く
の
へ
ス
キ
ー
場
周

辺
の
施
設
や
折
爪
岳
を
楽
し
ん
で

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
小
さ
な
村

で
す
が
、
今
後
も
節
約
し
な
が
ら

行
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま

■
発
行
／
岩
手
県
九
戸
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■
編
集
／
総
務
企
画
課
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郡
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大
字
伊
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地
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地
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電
話
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／
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メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
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ホ
ー
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ペ
ー
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古里のつどい
にぎやかに

８月16日・ふるさと交流会

❶ふるさとを離れ、首都圏で生活する参加者の皆さんから近況報告が行われ
ました。❷華麗な舞で交流会に花を添えた江刺家神楽保存会の皆さん。❸楽
しい時間はあっという間。会の最後には参加者全員で記念撮影を行いました。

①

② ③

｛

す
の
で
、
村
政
発
展
の
た
め
に
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
は
、
村
の

生
活
環
境
整
備
状
況
や
医
療
福
祉

制
度
、
村
独
自
の
施
策
な
ど
に
つ

い
て
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
お
食
事
処
「
野
の

里
」
の
皆
さ
ん
が
腕
を
ふ
る
っ
た

郷
土
料
理
の
味
を
堪
能
し
な
が
ら
、

楽
し
く
語
り
合
い
、
お
互
い
の
近

況
や
思
い
出
話
な
ど
に
花
を
咲
か

せ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
江
刺
家
神

楽
保
存
会
・
伊
保
内
高
等
学
校
郷

土
芸
能
委
員
会
と
九
戸
村
舞
踊
研

究
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
神
楽
や
舞

踊
も
披
露
さ
れ
、
懐
か
し
い
古
里

の
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
１
日
と
な

り
ま
し
た
。


